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2018年が明けました。今年も宜しくお願いします。平成も30年となり、そして残り

僅かです。先日は大寒波に日本が覆われ、寒い寒い年明けでした。インフルエンザも流

行の兆しです。こんな時は無理な外出はせず、暖かい家の中でじっくり読書でもいかが

ですか。直木賞・芥川賞も決まり、今週には本屋大賞ノミネート作品も発表されます。

読みたい本がなかなか見つからない人は、受賞作品を手に取ってみると、ハズレが少な

いと思います。本屋大賞は候補作を読み自分の大賞を選ぶのも楽しいですよ。

Continue to the back

長期延滞者には12月に督促状を出して

います。自由登校も近いので、速やかに

返却をお願いします。

平成平成平成平成29年度年度年度年度

多読賞

締切は締切は締切は締切は1111月月月月31313131日（日（日（日（水）水）水）水）です

ラストまで全速力で!

悔いのないように♪!

辞書って

すごい!!

3年生 返却お願いします!

広辞苑広辞苑広辞苑広辞苑 第第第第7版版版版 岩波書店岩波書店岩波書店岩波書店 刊行刊行刊行刊行

広辞苑第7版が、今月12日に岩波書店から刊行されました。10年ぶりとなる「国民

的国語辞典」の大改訂。この10年の言葉の動きに合わせ、1万項目が新たに加わり、

計25万に及ぶ豊かな言葉の世界が一冊に!。

第7版の作業は2013年から始まる、まさに『舟を編む』(三浦しをん著)の世界がそこ
にあった。辞典編集部を中心に社内の十数人のメンバーが、専門家約220人とやりとり
して進行。追加語は<上から目線><自撮り><無茶振り><アプリ><ツイート><LCC><ピッ
トコイン>などが、定着した語、定着すると考えられる語として選ばれた。これだけで
も時代を感じられるのだ。
付録『広辞苑をつくるひと』では、三浦しをんさんが《つくるひと》を取材、

『舟を編む取材版』とでも言うべき読みごたえある貴重な小冊子となっており、辞書
の奥深さを深く知ることができる。電子辞書もいいけど、紙もいい。

話題の『ふたご』藤崎彩織著は受賞ならず。芥川賞は二人ともに初候補・初受賞!

大阪・枚方市生まれ。大学時代から小説を書き始め、

今はインド南部のチェンナイで日本語教師。

岩手県遠野市出身。子ども２人を育てた専業主婦。

2番目に最高齢受賞。

群馬県生まれで大阪寝屋川市在住。大学の事務

職員を経てデビュー。３回目の候補での受賞。

第158回 芥川賞直木賞

□芥川賞□□芥川賞□□芥川賞□□芥川賞□

『『『『百年泥百年泥百年泥百年泥』』』』石井石井石井石井遊佳遊佳遊佳遊佳 『『『『おらおらおらおらおらおらおらおらでひとりいぐもでひとりいぐもでひとりいぐもでひとりいぐも』』』』若竹千若竹千若竹千若竹千 佐子佐子佐子佐子

□直木賞□□直木賞□□直木賞□□直木賞□

『『『『銀河鉄道の父銀河鉄道の父銀河鉄道の父銀河鉄道の父』』』』門井門井門井門井慶喜慶喜慶喜慶喜
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